
出典：スマート東京実施戦略～東京版Society 5.0の実現に向けて～（2020年2月策定）
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【都市のデジタルツイン（イメージ）】
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都市の３Dデジタルマップ化

３Dビジュアライゼーション実証事業

官民連携プラットフォームの構築

都市整備局

戦略本部

戦略本部

サイバー空間上に再現したバーチャル東
京において、災害対策や渋滞対策等、様々
なシミュレーションを実施し、その結果をフィ
ジカル空間に還元することによって、社会
的課題の解決や、都民QOLにつなげる

都民や民間事業者等の合意形成を図りな
がら、公共データや民間データなど、様々な
データをオープンAPIで呼び出し連携する官
民連携プラットフォームを構築

2

2

1 3

都市づくり政策や都市施設の整備・管理等の
高度化、政策評価、シミュレーション等の活用
において基盤となる３Dデジタルマップの作成
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分析・シミュレーション

フィードバック

リアルタイム
データ取得

都市のデジタルツインの推進 各事業の役割

本WGのスコープ
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【関連事業】 官民連携データプラットフォームの構築（戦略政策情報推進本部）
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官民連携データプラットフォームのイメージ

出典：官民連携データプラットフォーム準備会（第3回）（2020年11月30日）

【関連事業】 官民連携データプラットフォームの構築（戦略政策情報推進本部）
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【関連事業】 官民連携データプラットフォームの構築（戦略政策情報推進本部）

出典：内閣官房
IT総合戦略室
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Society 5.0やスマートシティにおいては、上図のようなアーキ

テクチャを基にデータ連携に関する検討が行われており、レイ
ヤー（層）構造ごとに必要な事項を整理し、適切なデータ連携
が行われることを想定している。

Society 5.0リファレンスアーキテクチャ

＜API開放度の類型イメージ＞

出典：（一社）全国銀行協会「オープンAPIのあり方に関する検討会報告書」

データ提供者及びプラットフォーム運営者、データ利用者等
は、接続するデータや機能に応じて、各主体間で整備した規約
等によりデータの開示や直接移転等の様々な方法によりデー
タ連携をすることが想定されるが、円滑に連携できる代表的な
方法としてはAPI（Application Programming Interface）が挙げら
れる。APIについては、関係者へのアクセスに関する開放度に
応じて、一般的に上図に示す５つに分類されている。

出典：内閣府資料

データ連携に向けた参照モデルのフレーム（参考）
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【関連事業】 ３Dビジュアライゼーション事業（戦略政策情報推進本部）

出典：「官民連携データプラットフォーム運営に向けた準備会（第1回）」（2020年8月6日）
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